平成　　年（　）第　　　　号　建物明渡等請求事件

原　告　　○　○　○　○

被　告　　○　○　○　○

釈　明　処　分　申　立　書

　平成　　年　　月　　日

　　地方裁判所民事第　　部　　係　御中

被告訴訟代理人弁護士　　　　　　　　印

　本件では、賃料支払の催告の有無や支払猶予等が争点となっているところ、原告は、高齢であるので、本件建物の賃貸借契約に関する事務については、その長男である　　に任せていた。したがって、賃料支払の催告等については、上記長男が最も事情をよく知っているから、上記長男に本件弁論準備手続に出頭して陳述することを求めることが争点を明らかにする上で必要である。よって、被告は、裁判所に対し、民事訴訟法１５１条１項２号に基づき、釈明処分として上記長男に陳述させるよう求める。

